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平成17年度

ダイオキシン類
測定調査結果

　環境美化センターでは、ごみ焼却施設のダイオキシン類の排出実態と周辺環
境への影響を把握するため、毎年、焼却施設の排ガス及び焼却灰、焼却施設周
辺環境のダイオキシン類濃度の測定を行っています。
　昨年度の結果は以下の表に示すとおり、それぞれ基準値を下回っており、引
き続き良好な環境が保たれています。

周辺環境

焼却施設
〈排ガス〉

１号炉

２号炉

0.066

0.096

16年度

0.017

0.023

15年度

0.099

0.14

17年度

  1.0※

規制値

※平成14年12月1日以降の規制値

〈大気〉　　　環境基準：0.6

石神台西公園

虫窪スポーツ広場

虫窪下田地区

0.029

0.033

0.031

16年度

0.013

0.016

0.014

15年度

0.086

0.075

0.068

14年度

0.022

0.022

0.022

13年度

0.028

0.018

0.028

17年度

〈土壌〉　　　環境基準：1,000

石神台西公園

虫窪スポーツ広場

虫窪下田地区

16年度 15年度 14年度 13年度

1.8

12.0

23.0

3.9

9.6

28.0

3.7

4.0

27.0

2.2

3.3

19.0

4.8

5.7

27.0

17年度

〈井戸水〉　　環境基準：1.0

虫窪下田地区

16年度 15年度 14年度

0.0670.0460.0420.0500.074

13年度17年度

〈焼却灰〉

集じん灰

炉 下 灰

0.18

0.008

16年度

0.38

0.18

15年度

0.045

0.05

適用なし

3.0

17年度 規制値

※集じん灰：集じん機で集められ、加熱脱塩素化処理した灰
　炉 下 灰：焼却炉の下部より排出される灰

・ｎｇ（ナノグラム）… 10億分の１グラム
・ｐｇ（ピコグラム）… １兆分の１グラム
・ＴＥＱ（毒性等量換算値）…ダイオキシン
　類の中でもっとも毒性の強い2,3,7,8-ダ
　イオキシンの毒性を基準として、係数を掛
　けて算出した数値

◎問い合わせ
　環境美化センター　☎（72）4438

単位の説明

　
環
境
基
本
計
画
で
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、「
町
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「
町
民
」、「
事
業
者
」、「
滞
在
者
」

そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
持
ち
、
協
力

し
て
、
目
標
達
成
の
た
め
の
取
り

組
み
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
　
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
け
る
意

見
を
い
た
だ
き
、
よ
り
現
実
的
か

つ
実
効
性
あ
る
取
り
組
み
を
進
め

る
た
め
、
次
の
と
お
り
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
の
で
参
加

く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
及
び
主
な
内
容

▼
テ
ー
マ

　
環
境
の
保
全
と
実
現
す
る
た
め

の
取
り
組
み
方
法

▼
主
な
内
容

・
水
辺
等
の
環
境
現
地
調
査（
生

き
物
等
）

・
環
境
を
保
全
す
る
た
め
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
の
意
見
・
情
報

交
換
等

参
加
者
募
集

▼
募
集
人
数
　
約
10
名

▼
応
募
資
格

　
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▼
開
催
時
期

月
に
１
回
又
は
２
回
程
度（
土

曜
日
、
日
曜
日
等
に
開
催
）

▼
開
催
場
所

　
現
地
・
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
等

▼
応
募
方
法

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ（
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
性
別
・
年
齢
を
記

載
）で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間

　
６
月
１
日（
木
）〜
16
日（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み

　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

　
☎（
72
）４
４
３
８

　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
71
）８
４
６
７

環
境
基
本
計
画

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

参加者

募 集


